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一
、
小
論
の
問
題
意
識

近
世
に
お
け
る
片
品
川
流
域
の
集
落
は
、
山
明
の
年
季
中
は
山
村
と
な
り
、
山
留
の
期
間
中
は
農
村
に
変
る
と
い
う
よ
う
に
機
能
的
性

格
が
変
遷
し
た
。
山
村
の
時
に
施
行
し
た
の
が
寛
文
検
地
で
あ
り
、
農
村
に
な
っ
て
か
ら
施
行
し
た
の
が
貞
享
検
地
で
あ
っ
た
。
寛
文
検

地
は
、
山
業
に
よ
る
「
か
ぶ
せ
盛
」
が
あ
っ
た
た
め
に
高
い
石
盛
に
な
っ
た
が
、
貞
享
検
地
で
は
農
村
と
い
う
村
の
機
能
的
性
格
上
か
ら

と
、
幕
府
の
貢
租
体
系
の
確
立
に
よ
り
低
い
石
盛
が
決
定
さ
れ
た
。

石

盛

上ヒ

の

較

貞 寛
検

享 文

検 検

地 地
地

上
一

九 五
田

中

一
七 四①

田

下

一
五 一 国

下
下

九 回

上
一

七
畑

中

一
五 O r田

下

八
畑

一 ムノ¥ 

下畑下

一
山
下

一
下
畑

屋

七 一 敷
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寛
文
検
地
は
、
沼
田
藩
主
真
田
伊
賀
守
信
直
が
施
行
し
た
検
地
で
あ
っ
た
た
め
に
、
通
説
で
は
、
彼
を
苛
数
諒
求
の
年
貢
政
策
の
典
型

的
人
物
②
で
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
菊
地
教
授
は
「
か
ぶ
せ
盛
」
の
実
態
を
研
究
し
た
結
果
、

第
十
回
歴
史
地
理
学
会

大
会
に
お
い
て
通
説
を
否
定
す
る
発
表
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

長
い
間
、
菊
地
教
授
は
「
近
世
片
品
川
流
域
に
お
け
る
林
業
経
営
と
そ
の
周
期
的
変
化
」
を
研
究
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
菊
地
教
授
の

指
導
を
仰
ぐ
千
葉
大
学
長
期
研
修
生
と
し
て
、
年
貢
率
と
そ
の
実
態
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
菊
地
教
授
の
論
旨
を
実
証
的
に
裏
付
け

る
べ
く
「
近
世
片
品
川
流
域
の
山
村
の
年
貢
率
と
そ
の
実
態
」
を
追
究
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
調
査
対
象
の
村

尾
瀬
沼
の
あ
る
群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
を
調
査
対
象
の
村
と
し
た
。
小
論
は
、
片
品
村
大
字
幡
谷
の
史
料
を
中
心
と
し
て
研
究
し
た
結

果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

幡
谷
は
武
尊
山
の
南
東
山
麓
に
あ
る
高
冷
地
農
村
で
あ
る
。
そ
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
山
林
と
原
野
で
あ
る
。
水
田
は
片
品
川
の
氾
濫

原
に
細
長
く
分
布
し
三
町
八
反
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
畑
は
三
三
町
八
反
の
広
き
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
、
耕
地
面
積
の
三
割
二
分
に
相

当
す
る
一
一
町
九
反
が
耕
作
不
明
の
耕
地
③
に
な
っ
て
い
る
の
も
広
大
な
山
間
村
落
の
特
色
で
あ
る
。

幡
谷
の
郷
倉
に
保
存
さ
れ
て
い
た
史
料
や
「
片
品
村
史
」
に
よ
っ
て
幡
谷
の
近
世
の
支
配
者
の
移
り
変
り
を
見
る
と
、
天
正
一
八
年

(
一
五
九

O
)
沼
田
藩
主
真
田
氏
の
所
領
と
な
っ
て
か
ら
、
天
和
元
年
(
一
六
八
一
)
真
田
伊
賀
守
信
直
の
改
易
に
至
る
ま
で
の
沼
田
藩

領
時
代
、
天
和
元
年
(
一
六
八
一
)
天
領
と
な
っ
て
代
官
支
配
の
下
に
置
か
れ
て
か
ら
、
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
旗
本
菅
沼
氏
の
知
行

地
に
な
る
ま
で
の
天
領
時
代
、
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
旗
本
菅
招
氏
の
知
行
地
と
な
っ
て
か
ら
明
治
維
新
に
至
る
旗
本
知
行
所
時
代
と



近世片品川流域の山村の年貢率とその実態

第1図片品村の古文書調査地域

(5万分1地形図「追貝J.3分の2に縮図)

い
う
推
移
を
示
し
た

」
と
が
明
確
に
な
っ

た。
三
、
年
貢
の
実
態

の
把
握

天
和
元
年
(
一
六

八
一
)
を
下
限
と
す

る
沼
田
藩
主
真
田
伊

め
に
、
菊
地
利
夫
博
士
の
年
貢
分
析
の
理
論
を
根
幹
と
し
て
研
究
し
た
。

年
貢
と
、
天
領
以
降
の
年
貢
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
田
伊
賀
守
信
直
の
年
貢
政
策
を
追
究
す
る
た

賀
守
信
直
の
治
下
の

「
御
成
箇
可
納
割
付
之
事
」

(
後
文
に
は
年
貢
割
付
状
と
記
す
)

主
要
な
史
料
は
、
幡
谷
の
郷
倉
に
保
管
さ
れ
て
い
た
「
御
成
箇
可
納
割
付
之
事
」
、
「
年
貢
皆
済
目
録
」
、
「
覚
」
等
で
あ
る
。

の
記
載
形
式
は
、
正
租
も
田
方
は
米
の
現
物
高
記
載
、
畑
方
は
永
楽

銭
換
算
に
よ
る
永
高
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
年
貢
割
付
状
」
に
よ
る
貢
租
記
載
方
法
の
二
重
構
造
を
統
合
す
る
た
め
の
研

75 

計
算
す
る
@
o

究
上
の
操
作
と
し
て
、
畑
永
を
米
の
現
物
高
に
換
算
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
菊
地
教
授
の
米
換
算
の
理
論
を
根
拠
と
し
て

こ
の
よ
う
に
し
て
貢
租
賦
課
の
基
本
形
と
し
て
の
反
取
り
制
に
の
っ
と
り
算
出
し
た
年
貢
現
物
高
の
推
移
を
示
す
と
次
の
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表
の
よ
う
に
な
る
。

年
貢
の
主
要
な
研
究
史
料
(
片
品
村
大
字
幡
谷
の
郷
倉
保
管
文
書
)

凡-

年皆官
御成

箇納割之可付

古

録
文

事
書

文 JG 天
政 禄 手口

年
年 年 ( 

( ( 一 古
一一 ノ一」¥ 
八 七 八
O 文

九 O 
) 

) ) 

安政 保天ブじ

書
フE
治

フじ フじ 年 残
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/¥ 存

八 八
五 ムノ、O 
四 四

) 

期
) ) 

間

一一
笥l

一 O 数
'五 五

年

貢

石

高

の

推

移

一一一一一 一一 西I¥、 /¥ 七 七 七 七 -'- ムノ¥ ノ¥

一 八 一 Ji、 八
O O 八 ノム、七 七 暦

保天 文化 天 保享 保享 保享 享貞 天明 不日 年

一
フ巳 七 O 一 四
年 年 年 年 年 年 年 年 号

一 一 一一九 ムノ、ノム¥ 五 七 年
石 石 石 石 石 石

ノ-石i¥ 一・
石

四 八 四 八斗 責斗 斗 升 斗 斗 斗 斗

七升 八 四 ー升七 一 一
升 メ日弘、 升 升 5丹

7升i¥ d 石八 四 四
メ口弘、 メ日弘、 勺 メ日ミ メ日当、 ノ口ミ メ日言、

七 /ム¥ 五 高
勺 勺 勺

一
年 回 i安 第

定免開
年貢
検貞享
沼

貢 方 間

割付
の 山

定免開始固

の
年 の 女台

換算高永

地
状 貢 大噴

の
の 率 年 よ

伊守田賀

備
下 火 る
F艮 O の t主
の O よ 年 よ じ
年 ノ、。 る る め

信直
冷 と て

旗知本
セ 害

最高額
の の

ン で
割付 年貢

ト 破
行 以 免 の 状 策政
代時 上 年

諸 を
天 ヲ| ま日
官頁 な り 考

最後
し 得
る

の
割付年
状



年
貢
石
高
の
推
移
を
考
察
す
る
と
、

天
和
三
年
(
一
六
八
二
二
か
ら
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
、

享
保
二
年
(
一
七
一
七
)
と
減
少
す

る
傾
向
を
た
ど
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
享
保
一

O
年
(
一
七
二
六
)
定
免
の
開
始
に
よ
り
上
昇
傾
向
に
転
じ
、
享
保
一
一
一
一
年
(
一
七
二
八
)

第
二
回
の
定
免
開
始
の
年
に
は
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)
と
同
量
の
年
貢
を
納
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
連
々
引
に
よ
る
損
毛
率
の

増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
貢
の
現
物
換
算
高
が
定
免
制
施
行
当
初
に
上
昇
す
る
こ
と
は
、
定
免
制
施
行
の
初
期
の
政
策
は
幕
府
の
年
貢
増

徴
策
の
積
極
的
な
施
策
と
し
て
定
免
制
が
開
始
さ
れ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
o

定
免
制
は
幕
府
の
貢
租
収
取
の
安
定
策
と

豊
作
時
に
お
け
る
農
民
取
分
の
余
剰
の
可
能
性
と
の
結
節
点
で
あ
っ
た
と
い
う
通
説
は
、
定
免
制
施
行
当
初
に
お
い
て
は
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
か
く
し
て
、
農
民
の
再
生
産
能
力
を
極
小
に
す
る
ま
で
年
貢
量
を
高
め
た
定
免
制
も
、
第
三
固
定
免
年
季
の
開
始
頃
か
ら

近世片品川流域の山村の年貢率とその実態

極
限
に
達
し
、

つ
い
に
年
貢
増
徴
策
の
極
相
と
な
っ
て
見
か
け
上
の
年
貢
量
の
安
定
性
を
示
す
の
で
あ
っ
た
。
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)

浅
間
山
の
大
噴
火
に
よ
る
鬼
押
出
の
噴
出
に
よ
っ
て
生
じ
た
大
噴
煙
は
冷
害
と
い
う
結
果
を
賓
ら
し
、
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)

の
風
水

害
と
な
ら
ん
で
破
免
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
田
畑
は
荒
地
と
化
し
、
高
内
連
々
引
が
大
き
く
な
っ
て
毛
付
高
が
減
少
し
、
年
貢
の
取

米
も
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
天
保
以
降
の
「
年
貢
割
付
状
」
が
残
存
し
て
い
な
い
の
で
、
幕
末
の
旗
本
知
行
時
代
の

年
貢
量
を
具
体
的
に
論
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

「
年
貢
皆
済
目
録
」
に
よ
り
考
察
す
る
と
、
天
保
の
飢
躍
に
よ
っ
て
再
生
産
能
力

を
弱
め
ら
れ
て
年
貢
量
も
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
寛
延
三
年
(
一
七
五

O
)
新
田
高
入
@
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

れ
に
よ
る
年
貢
の
増
徴
は
僅
少
に
す
ぎ
ず
、

や
は
り
積
極
的
な
年
貢
増
徴
政
策
と
し
て
の
開
発
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
年
貢
量
の
急
激
な
増

大
は
計
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

幡
谷
は
畑
作
の
村
落
で
あ
っ
た
。
田
方
と
畑
方
の
面
積
比
を
「
検
地
帳
」
よ
り
算
出
す
る
と
、

寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
が
一
対
九

77 

。
、
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
が
一
対
三
六
と
い
う
比
率
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
畑
作
の
村
落
で
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
年
貢
を
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3

貞
享
3
年

四
天
和
3
年

よ
り
実
態
に
則
し
て
研
究
す
る
方
策
と
し
て
、
田
方
の
石
高
を
永
換
算

し
た
積
を
畑
永
に
加
え
て
年
貢
の
石
代
納
に
よ
る
一
元
化
を
試
み
る
必

要
に
迫
ら
れ
る
。
な
お
、

「
年
貢
皆
済
目
録
」
を
研
究
し
た
結
果
、
実

際
に
納
入
し
た
年
貢
は
、

ほ
と
ん
ど
永
高
で
あ
り
、
と
く
に
明
和
四
年

(
一
七
六
七
)
以
降
は
全
額
が
永
納
に
統
一
さ
れ
た
事
実
が
判
明
し

て
、
年
貢
の
永
高
に
よ
る
推
移
を
追
究
す
る
こ
と
が
年
貢
の
推
移
を
研

究
す
る
に
は
必
須
の
条
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
永
高
に

よ
る
年
貢
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が
第
2
図
で
あ
る
が
、

田
方
の
米
の

現
物
高
を
永
換
算
す
る
に
あ
た
っ
て
、
米
価
の
変
動
を
研
究
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

年
貢
米
を
石
代
納
と
し
て
永
換
算
す
る
場
合
の
換
算
方
法
は
、
米

石
に
銀
四
八
匁
の
定
価
で
あ
っ
た
も
の
を
享
保
年
中
よ
り
三
季
御
張
紙

値
段
の
平
均
の
時
価
に
増
、
氷
何
文
と
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
@
と
い

ぅ
。
幡
谷
村
の
「
年
貢
皆
済
目
録
」
を
研
究
し
た
結
果
、

幡
谷
村
で

は
、
毎
年
冬
の
御
張
紙
値
段
の
米
三
五
石
(
一
俵
三
斗
五
升
入
を
一

O

O
俵
)
に
つ
き
三
両
増
で
年
貢
米
の
、
永
換
算
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

一
例
と
し
て
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
の
場
合
を
示
し
て

判
明
し
た
。
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天貞元
平日享禄
3 4 8 
if年年

み
よ
う
。寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
の
米
三
五
石
の
値
段

幡

谷

村

年

貢

皆

済

目

録

四
一
両

斗
立
三
石
二
斗
六
升
四
合
七
勺
四
才

此
代
永
三
貫
八
二
四
文
四
分

但
辰
冬
御
張
紙
値
段
三
両
増

米
三
五
石
ニ
付
金
四
一
一
向

三
八
両
⑦

幡
谷
村
の
「
年
貢
皆
済
目
録
」
に
よ
る
斗
立
と
そ
の
代
永
の
関
係
か
ら

計
算
し
て
米
一
升
の
相
場
を
算
出
し
、
こ
れ
を
幡
谷
村
に
お
け
る
年
貢
米

永
換
算
の
基
準
と
し
た
。
そ
の
変
遷
を
図
示
し
た
も
の
が
第
3
図
で
あ

る。
な
お
、

「
年
貢
皆
済
目
録
」
の
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
元
禄
二
一
年

(
一
六
九
九
)
以
前
に
つ
い
て
は
、

「
知
行
割
之
儀
御
定
書
」
@
に
よ
っ

た
が
、
幡
谷
の
「
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
検
地
帳
」
の
畑
永
の
分
米
換

算
の
験
算
に
よ
り
、
永
一
貫
文
米
一
石
二
斗
五
升
替
が
寛
文
二
年
(
一
六

六
二
)
ま
で
湖
及
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
発
見
す
る
こ
と
で
き
た
。

寛
文
期
に
お
け
る
沼
田
藩
の
山
々
は
、

伐
採
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
@
結
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果
切
替
畑
の
面
積
が
急
増
し
て
い
っ
た
。
か
く
し
て
藩
主
真
田
伊
賀
守
信
直
の
検
地
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
膨
大
な
面
積
の
山
地
分
下
下

畑
が
公
に
さ
れ
て
「
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)

の
検
地
帳
」
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
世
に
至
り
、
寛
文
の
拡
大
検

地
と
呼
ば
れ
て
悪
評
の
高
い
寛
文
検
地
の
実
態
も
、
山
業
に
よ
る
切
替
畑
の
増
大
と
い
う
視
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る

」
と
が
で
き
る
。

「
真
田
伊
賀
守
家
中
役
人
諸
事
覚
書
」
⑬
に
よ
る
と
、
寛
文
一
二
年
(
一
六
七
二
)
に
至
る
頃
は
、

藩
領
内
山
々
の
機
や
槍
を
切
り
尽

く
し
た
の
で
細
木
ま
で
一
切
伐
採
す
る
こ
と
が
御
法
度
に
な
り
山
留
さ
れ
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
山
留
期
間
中
の
延
宝
八
年
(
一
六

八
O
)
に
沼
田
藩
主
真
田
伊
賀
守
信
直
は
、
両
国
橋
の
橋
材
を
請
負
⑪
う
こ
と
に
な
り
、

つ
い
に
破
綻
を
招
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
両

国
橋
の
用
材
は
、
そ
の
約
束
期
限
で
あ
る
天
和
元
年
(
一
六
八
一
)
八
月
に
至
っ
て
も
江
戸
に
送
り
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
o

そ

の
た
め
真
田
伊
賀
守
信
直
は
改
易
さ
れ
、

一
一
月
よ
り
沼
田
藩
領
は
天
領
と
な
り
代
官
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)

の
「
幡
谷
村
検
地
之
帳
」
と
天
領
と
な
っ
て
間
も
な
い
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)

の
「
年
貢
割
付
状
」
に
よ

る
と
、
幡
谷
村
の
本
田
畑
と
山
地
分
の
面
積
比
は
一
対
二
で
あ
り
、
分
米
高
の
比
も
一
対
二
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伐
採
に

よ
る
切
替
畑
が
激
増
し
た
た
め
、
山
地
分
の
開
墾
畑
が
耕
地
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
寛
文
一
二
年
(
一
六
七
二
)

の
山
留
以
後
、
切
替
畑
は
荒
地
と
な
り
、
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)

の
「
年
貢
割
付
状
」
に
よ
れ
ば
、
荒
地
化
に
よ
る
高
内
連
々
引
が
二

八
町
七
反
八
畝
二

O
歩
に
達
し
、
全
耕
地
面
積
の
三
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
荒
地
化
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
荒

地
が
増
大
し
た
た
め
、
農
民
は
再
検
地
を
す
る
よ
う
請
願
し
た
⑫
O

こ
の
願
い
は
認
め
ら
れ
て
貞
享
三
年

(
一
六
八
六
)

「
沼
田
検
地
条

日
」
⑬
が
公
布
さ
れ
、
後
世
に
な
り
「
お
助
け
検
地
」
と
呼
ぶ
貞
享
検
地
が
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
実
態
は
山
地
分
の
荒
地
化

し
た
旧
耕
地
を
「
荒
地
帳
」
に
明
記
し
、

「
貞
享
三
年
(
一
六
六
八
)
検
地
帳
」
に
は
、

「
荒
地
帳
」
分
を
除
外
し
た
耕
地
を
登
録
し
た



と
い
う
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

貢
租
形
態
を
見
る
と
λ

石
高
制
に
よ
る
収
取
方
法
で
寛
文
検
地
以
降
幕
末
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
見
取
制
か
ら
享

保
一

O
年
(
一
七
二
五
)
よ
り
定
免
制
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
「
年
貢
割
付
状
」
の
記
載
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

寛
文
検
地
と
貞
享
検
地
の
分
米
の
比
較
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九
三
石
八
斗
二
合

一

回

一

一

一

田

方

合

一
八
石
六
斗
八
升
五
合
一
一
斗
四
升
七
合
一
一
一
石
三
升
五
合
一
三
斗
二
升
一
合
一
-
一
石
互
訪
口
一
七
八
右
九
斗
二
升
庄
司
は
は
は
一

一
七
斗
三
升
五
企
一
石
八
斗
九
升
七
合
一
七
斗
二
升
五
合
三
石
七
斗
九
升
八
合
一
五
石
一
斗
五
升
五
合
二
三
石
一
斗
四
升
六
合
二
九
石
二
斗
六
升
三
合
一

畑

一

下

下

畑

一

山

下

下

畑

一

畑

方

合

一

屋

敷

一

畑

屋

敷

合

一

回

畑

屋

敷

合

一

)
六
一
一
一
石
一
斗
四
升
一
合
て
九

O
石
八
斗
九
一
ず
一
一
六
一
二
石
四
斗
二
升
一
一
一

O
石
七
斗
八
合
一
さ
一
一
一
一
一
石
一
斗
一
一
伊
一
六
四
四
石
三
斗
一
升
六
合
一

」
引
引
副
引
引
一
引
引
引
引
|
一
二
三
石
八
升

A
合
引
引
判
引
引
一
引
引
引
引
一
八
八
石
六
斗
四
升
七
合
一

検
地
帳

上

中

1目

上

同
開
b
q
h
d
 

中

田

下

下

回

国

寛
文
二
年

貞
享
三
年

下

一
「
年
貢
皆
済
目
録
」
に
よ
り
永
高
に
よ
る
年
貢
額
の
推
移
を
段
階
的
に
考
察
す
る
と
、
正
徳
三
年
(
一
七
一
三
)
を
下
限
と
す
る
低
年

実
期
か
ら
、
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
を
上
限
と
し
文
化
五
年
(
一
八

O
八
)
を
下
限
と
す
る
高
年
貢
期
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
の
低
年
貢

期
へ
ど
推
移
す
る
。

一
「
年
貢
割
付
状
」
に
よ
り
諸
引
の
変
遷
を
追
求
し
て
み
よ
う
。
高
内
年
々
引
と
し
て
は
毎
年
郷
倉
敷
引
と
し
て
一
畝
一
五
歩
が
あ
り
、

や
た
安
永
三
年
(
一
七
七
四
)
の
田
方
か
ら
一
畝
二
五
歩
の
畑
成
引
が
あ
る
o

一
方
高
内
連
々
引
は
諸
引
の
大
部
分
を
占
め
る
。

一
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)
の
田
方
に
お
け
る
高
内
連
々
引
は
五
畝
二

O
歩
に
及
び

(
田
方
の
四
六
%
)
、

畑
方
も
二
八
町
七
反
五
畝

81 

(
畑
方
の
三
六
%
)
に
及
ん
で
い
る
。
寛
文
一
二
年
(
一
六
七
二
)

の
山
留
に
至
る
ま
で
の
切
替
畑
の
増
大
期
も
、
山
留
以
後
純
農
村
と
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年
貢
割
付
状
に
よ
る
村
高
と
田
畑
面
積

一 一 一 一 一 一 一 西
八 /i、 七 七 七 一ノ」¥ ムノ、
O 九 九 七 八 入 麿

四 一 四 四 七一@ 

文政 享赤口
年寛政六
寛政 安永 貞享

天 年
手口

七 フE 四 四
号年 年 年 年 年 年

一ノ」¥ 

九 四
四 キす

11 11 λy 11 λソ 右 石
八
斗 斗

一 高合 升

四 八。O 
町 町 回

11 11 11 11 λツ 四
1田反 反

ノム¥ 五 面
畝 畝

積
歩
歩

内 内 内 内 内外ー 一 内ー
四 五 四-Z町 五町反 反 反畝 九 畝二 田

11 11 11 11 一~II 一一、 11
一一畝 畝 一畝

畝 畝 畝五二

3連5歩 方二歩六
JI、 ノム、

達三畑成歩
歩

面
連歩 連歩 ノー

々 々 々
ヨ| 積

ヲ| ヲ| ヲ|

内 内 外内 内 内三 内七
一 一内九 九 二九

反町 町 町一町 町 八町
五五 九 七畝三 町一二 J:Bl 

11 λy 11 t.ノ 秒、反グ !空 M 反一反 反 七反
一五 一五八 ム/¥ 反二二 方
七歩ニ里 O 歩 i連訟盟↓じ主畝 畝 五畝
起歩 連 連畝ニ歩 面
返連 ノを 歩 々

積ノを ヲ| ヨ|
ヲ| 々
ヲ1

な
る
と
切
替
畑
の
荒
地
化
激
増
期
へ
と
変
化
し
た
。
か
く
し
て
、
山
地
分
の
下
下
畑
の
如
き
は
、
表
高
三
四
町
九
畝
二
三
歩
に
対
し
て
二

七
町
五
反
七
畝
の
荒
地
を
出
し
て
、
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)

の
毛
付
高
は
六
町
五
反
九
畝
二
ハ
歩
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
切
替
畑
の
放
棄
に
よ
る
荒
地
化
に
よ
り
、
寛
文
検
地
以
後
二
一
年
に
し
て
膨
大
な
面
積
の
荒
地
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
荒
地
分
の
九
六
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
地
分
の
最
下
位
に
位
付
さ
れ
た
下
下
畑
で
占
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
山
地
分
の
下
下
畑
だ

け
に
つ
い
て
見
る
と
、
表
高
の
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
荒
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
貞
享
検
地
帳
」
⑬
と

「
荒
地
帳
」
⑮
の

面
積
を
加
え
た
ら
、

そ
の
和
が
「
寛
文
検
地
帳
」
@
の
耕
地
面
積
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
片
品
村
下
平
の
研
究
結
果
か
ら
も
同
一
の
こ
と

が
い
え
る
の
で
あ
る
。
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7.~l 
sIT 

三ヨJ三三王
割付状の納合

本田の年貢高

4 

相
行
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
川
欠
引
や
砂
崩
引
等
の
高

谷幡
内
連
々
引
は
、
天
明
の
飢
館
の
爪
跡
を
そ
の
ま
ま
幕
末
ま

寛
政
政
年
・
郡眼
で
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
定
免
制
に
よ
る
年

天
明
3
年
同
WM
貢
増
徴
策
も
第
三
固
定
免
年
季
に
入
っ
た
元
文
三
年
(
一

高
七
三
八
)
に
は
早
く
も
限
界
点
に
達
し
、
以
後
は
年
貢
量

輔
、
が
腰
着
状
態
と
な
っ
て
変
化
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と

延
享
3
年
一
澗
四
、
生
産
量
と
年
貢
額
の
推
移

元
文
元
年
例

享
保
日
年
防
年
貢
率
の
推
移
を
解
明
す
る
前
に
、
生
産
量
と
年
貢
額

享
保
元
年
図
の
変
化
を
略
記
し
た
い
。

凋
a
T
第

1830 

天
保
元
年

1800 1750 1700 

元
禄
8
年

貞
享
4
年

夫
和
3
年

'1683 

貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
は
検
地
の
翌
年
で
も
あ
っ
た

の
で
高
内
連
々
引
は
皆
無
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
寛
政
六

年
(
一
七
九
四
)
に
畑
方
三
反
五
畝
一
七
歩
の
起
返
し
を

田
方
と
畑
方
で
は
、
生
産
量
や
年
貢
額
の
推
移
が
異
つ

た
変
遷
を
示
し
て
い
る
た
め
、
田
方
と
畑
方
を
区
別
し
て

論
述
し
よ
う
。

(1) 

田
方
の
生
産
量
と
年
貢
額
の
推
移
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田
方
の
見
積
り
上
の
生
産
高
を
「
年
貢
割
付
状
」
か
ら
算
出
す
る
に
は
、
位
付
ご
と
の
毛
付
高
へ
各
々
の
石
盛
を
乗
じ
、
そ
の
積
を
合

計
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
田
方
の
生
産
高
を
図
表
に
し
た
も
の
が
第
4
図
で
あ
る
。

田
方
の
収
穫
高
と
年
貢
高
(
幡
谷
村
本
田
)

一 一 一 一 一 一
西八 七 七 七 七 七 ーじ ノム¥ ノム¥ 

八 四 一 八? J¥. 
暦O 四 八 五 Ji、 ムノ¥ 七

天 天 延 保享 享保 享保 保享 貞享 天 年
保 明 享 手口

一 一
フロ
年
フじ
年 年O 

年フE 年四 号年 年 年 年

石
四 四 四

石 石 石 石 石 石
ノ-石i¥一・ 7石i¥ → 収四 四

斗 斗 斗 斗 斗 斗 斗 斗 斗
Ji、 一ノ」¥ ムノ、 ー 一 七 五 七 穫
升 升 升 升 升 A 口 升 升 升

五 五 四 七合 五 高β日、 β日、 メ口弘、 メ口弘、 メ口入 β白、 βロ、

七
勺

石 石 石 右 石 石 年
一八 九斗 七斗斗斗 斗 斗 斗
ム/¥ 八 七 一 一 九 七 貢
升 升 升 升 升 升 升 升 升

三有合 i !! iE 合
五 :11. 」ノ¥ー

メ口、 A ロ メ日当、 メ日当、 s- メf'r メ日入 高

年割玉付I 
破免 年貢率 収穫両 享検貞 文寛検

回ー 免始 の

最

定免始る る 大永換算E 
よ 地 地

状 高

芸高
の の

備の 石 石
下 盛 盛
限

な
大 る

考

収
穫
高
と
年
貢
高
を
巨
視
的
に
見
る
と
、
収
穫
高
は
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)
が
際
立
っ
て
高
い
の
に
、
年
貢
高
は
貞
享
四
年
(
一
六

八
七
)
以
降
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
生
産
量
は
石
盛
の
高
い
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)
が
最
高
に
見
積
ら
れ
て
い
る
が
、
年
貢
高
は

享
保
三
年
(
一
七
一
八
)
が
最
高
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

-(2) 

畑
方
の
生
産
量
と
年
貢
量
の
推
移



幡
谷
村
は
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
と
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)

の
二
回
に
わ
た
り
検
地
が
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
検
地
古
法

に
よ
り
石
盛
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
検
地
古
法
に
よ
る
石
盛
決
定
法
⑬
と
は
、

畑
の
本
毛
で
あ
る
大
麦
の
生
産
量
を
米
に
換
算
し

た
も
の
で
あ
る
。
尾
張
藩
の
「
税
賦
参
定
指
南
」
⑬
に
よ
る
と
、

尾
張
藩
の
場
合
に
は
麦
の
熱
数
に
よ
り
畑
三
作
の
収
穫
高
を
適
当
に
見

積
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
幡
谷
村
の
「
年
貢
割
付
状
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
畑
の
生
産
高
は
大
麦
の
生
産
高
を
米
に
換
算
し
、

こ
れ
を
永
高
で
記
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、
畑
方
の
麦
に
よ
る
生
産
高
を
、
石
代
納
の
、
氷
高
記
載
の
「
年
貢
割
付
状
」
か
ら
計
算
す
る
方
法
を
概
説
し
よ
う
。

「
負
喧
談
」
⑧

に
よ
れ
ば
、
畑
方
の
取
米
は
畑
生
産
物
の
大
麦
で
示
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
畑
方
の
石
盛
決
定
の
た
め
の
米
と
大
麦
の
換
算
比
は
一
対
二

近世片品川流域の山村の年貢率とその実態

で
あ
る
か
ら
、

位
付
ご
と
の
毛
付
高
に
そ
の
畑
石
盛
を
二
倍
し
た
数
字
を
乗
ず
れ
ば
各
位
付
ご
と
の
大
麦
生
産
額
が
導
き
出
さ
れ
る
@
o

「
年
貢
割
付
状
」
は
畑
永
記
載
で
あ
る
の
で
、
大
麦
の
価
格
を
米
か
ら
類
推
す
る
た
め
に
、
米
と
大
麦
の
突
換
比
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

「
御
国
検
地
古
伝
」
に
よ
る
と
、
近
世
初
期
の
米
と
麦
の
交
換
比
は
、
米
一
石
大
麦
二
石
替
で
あ
っ
た
が
、
近
世
中
期
の
頃
か
ら
、
米

一
石
大
麦
二
石
五
斗
替
に
変
り
、
そ
れ
以
後
は
こ
の
前
後
の
交
換
比
を
動
揺
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
⑫
O

米
一
石
大
麦
二
石
替
か

ら
、
米
一
石
大
麦
二
石
五
斗
替
に
変
っ
た
の
は
、
元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)

の
悪
貨
の
鋳
造
に
よ
り
、
大
麦
よ
り
市
場
性
の
大
き
い
米
の

価
格
が
と
く
に
暴
騰
し
た
の
が
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
o

こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
麦
一
升
の
価
格
を
算
出
し
、
そ
の
変
動
を
示
し
た

も
の
が
第
2
図
に
あ
る
。
か
く
し
て
、
大
麦
の
位
付
ご
と
の
収
穫
現
物
高
が
算
出
さ
れ
、
畑
方
の
全
収
穫
現
物
高
を
永
換
算
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
畑
方
の
全
収
穫
永
換
算
高
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が
第
5
図
で
あ
る
。
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畑
方
の
収
穫
永
換
算
高
は
、
天
和
三
年
(
一
六
八
一
二
)
に
は
、
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
と
比
較
し
て
四
倍
以
上
の
二
五
八
貫
五
三
三
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享
保
元
年
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元宝
禄永
12 3 
年年

1683 

天貞
和享
3 4 
年年

文
一
分
二
厘
で
あ
る
o

こ
れ
は
天
領
期
に

な
っ
て
か
ら
の
最
高
を
示
す
享
保
元
年

(
一
七
二
ハ
)
の
二
倍
と
い
う
驚
異
的
な

も
の
で
あ
る
。
天
領
期
の
平
均
畑
収
穫
永

換
算
高
は
七

O
貫
弱
で
あ
る
か
ら
、
沼
田

藩
の
末
期
に
は
天
領
期
の
三
・
七
倍
に
及

ぶ
畑
の
収
穫
永
高
が
見
積
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

一
方
、
畑
方
の
年
貢
永
高
の
推
移
を
見

る
と
、
天
和
三
年
こ
六
八
三
)
は
畑
面

積
が
極
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
年
貢
、
氷
高
が
そ
れ
程
大
き
く
な
い
の
が

最
大
の
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
大
麦
の
時

価
の
変
動
に
よ
り
、
生
産
量
や
年
貢
量
の

第5図

変
化
と
そ
の
永
換
算
高
の
変
遷
は
臭
っ
た

傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
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(3) 

田
方
と
畑
方
の
年
貢
永
高
の
推
移
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田
方
と
畑
方
の
年
貢
永
高
の
推
移
を
巨
視
的
に
見
て
比
較
す
る
と
、
変
動
の
激
し
い
田
方
に
対
し
て
、
畑
方
の
年
貢
、
氷
高
は
変
化
に
乏
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天
保
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冗
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天
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3
年

明
和
4
年

間
寛
延

3
年

享
保
元
年

ω
 
ー
一
冗
禄
8
年

同

ω

貞
享
4
年

目
天
和

3
年

し
く
恒
常
的
で
あ
る
の
が
大
き
な
差
異
で
あ
る
。
し
た
が

年貢率の推移(上州利根郡幡谷村の本国)→印は定免年季を示す

っ
て
、
畑
場
の
村
落
で
あ
る
幡
谷
は
、
比
較
的
に
固
定
化

し
た
年
貢
を
納
入
し
て
い
た
と
い
え
る
。

玉
、
年
貢
率
の
変
遷

い
よ
い
よ
年
貢
率
の
変
遷
を
解
明
す
る
段
階
に
な
っ

ま
ず
田

た
。
地
自
の
差
異
に
よ
り
年
貢
率
も
異
る
の
で
、

方
の
年
貢
率
を
追
究
し
た
後
、
畑
方
の
そ
れ
を
分
析
し
、

最
後
に
両
者
を
総
合
し
た
年
貢
率
の
推
移
を
研
究
す
る
ご

と
に
す
る
。

(1) 

田
方
の
年
貢
率

米
の
現
物
記
載
に
よ
る
「
年
貢
割
付
状
」
か
ら
田
方
の

年
貢
率
は
簡
単
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
年
貢
率
を
示
し
た

も
の
が
第
6
図
で
あ
る
。

第 B図

田
方
の
年
貢
率
の
推
移
を
巨
視
的
に
見
て
、
も
っ
と
も

意
外
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)
の

年
貢
率
と
貞
享
検
地
以
降
の
年
貢
率
と
の
関
係
で
あ
る
。



天
和
三
年
(
一
六
八
一
二
)

の
年
貢
率
は
二
四
、

四
回
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
に
は
六
二
・
七
二
パ

l

セ
ン
ト
と
急
激
に
高
率
化
し
て
い
る
。

田
方
の
年
貢
率
は
、
沼
田
藩
主
真
田
伊
賀
守
信
直
の
藩
領
の
頃
は
、
天
領
期
以
降
と
比

つ
ま
り
、

較
し
て
非
常
に
低
く
、
百
姓
取
分
が
き
わ
め
て
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
貞
享
検
地
以
降
の
天
領
期
に
お
け
る
年
貢
率
を
微
視
的
に
分
析
し
よ
う
。

通
説
で
は
、
畝
引
検
見
か
ら
有
毛
検
見
に
移
行
し
た
の
は
享
保
元
年
(
一
七
二
ハ
)
頃
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
幡
谷
村
の
場
合

に
は
、
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
か
ら
有
毛
検
見
が
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
年
貢
率
が
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
台
か
ら
急
激
に
八
六
・

近世片品川流域の山村の年貢率とその実態

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
も
享
保
元
年
(
一
七
二
ハ
)
に
は
一

0
0
・
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
超
高
率
の
年
貢
率

を
示
す
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
定
免
準
備
期
間
中
の
超
高
率
の
年
貢
率
も
や
が
て
限
界
点
に
達
し
、
享
保
五
年
(
一
七
二

O
)
に
は
再

び
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
下
る
よ
う
に
な
っ
た
。
享
保
一

O
年
(
一
七
二
五
)

の
第
一
固
定
免
年
季
に
入
る
と
六
六
・
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

で
定
免
が
開
始
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
等
二
固
定
免
の
開
始
さ
れ
た
享
保
一
一
一
一
年
(
一
七
二
八
)
に
は
七

0
・
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
、
第
三
固
定
免
の
始
る
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
に
は
八
三
・

O
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
三
固
定
免
明
の
寛
保
三
年
(
一
七
四
一
二
)
に
は

七
二
、
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
翌
延
享
元
年
(
一
七
四
四
)
に
は
一

O
六
・
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
驚
異
的
な
超
高
率
の
年
貢
率
に
な
っ

た
の
で
あ
る
o

以
後
は
、
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
線
を
上
下
し
な
が
ら
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)

の
破
免
、
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
も
破

免
と
い
う
天
明
の
飢
鐘
を
経
て
、
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
ま
で
は
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
そ
れ
が
寛
政
六
年
(
一
七
九
四
)
九
九
・

八
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
よ
り
天
保
元
年
(
一
八
三
一

O
)
ま
で
は
九
九
・
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
超
高
率
の
年
貢

率
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
天
保
以
降
も
「
年
貢
皆
済
目
録
」
を
分
析
し
た
結
果
に
よ
る
と
、

田
方
の
年
貢
率
は
超
高
率
の
ま
ま
変
化
せ
ず

89 

に
幕
末
に
至
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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た
ん
に
年
貢
率
の
上
か
ら
だ
け
で
考
察
す
る
と
、
貞
享
検
地
以
降
の
田
方
に
お
け
る
百
姓
取
分
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
再
生
産
を
可
能
に

す
る
だ
け
の
米
も
残
ら
ず
、

田
方
は
も
っ
ぱ
ら
年
貢
米
を
生
産
す
る
場
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
超
高
率
の

年
貢
納
入
期
に
農
民
騒
動
も
発
生
せ
ず
平
穏
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
疑
問

を
解
く
た
め
に
、

田
方
の
取
米
が
実
際
に
は
現
物
で
上
納
さ
れ
ず
、
石
代
納
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
土
地
に
は
そ
れ
だ
け

の
生
産
力
が
な
く
と
も
年
貢
率
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
間
稼
業
で
獲
得
し
た
農
民
の
余
剰
を
収
奪
し
よ
う
と
し
た
為
政
者
の
意

図
を
汲
取
る
こ
と
が
で
き
る
@
o

幡
谷
に
お
け
る
山
業
ゃ
、

会
津
街
道
の
牛
馬
運
送
に
よ
る
駄
賃
稼
等
の
農
間
稼
@
を
考
え
れ
ば
領
け
る

事
柄
で
あ
る
。

検
地
古
法
に
よ
る
「
二
三
五
ノ
法
」
@
に
立
脚
す
れ
ば
、
宅
地
を
隔
て
る
に
従
っ
て
二
、
三
、

五
の
割
合
に
石
盛
や
位
付
が
低
下
す
る

と
い
う
@
。
幡
谷
の
集
落
は
山
麓
に
分
布
す
る
の
に
、
水
田
は
遥
か
下
方
の
片
品
川
氾
濫
原
に
細
長
く
連
続
す
る
。

そ
の
た
め
に
田
方
の

石
盛
や
位
付
が
相
当
考
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
、
超
高
率
な
年
貢
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
思
典
に
預
る
道
を
選
ん
だ
た
め
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
検
地
に
お
け
る
縄
延
の
大
き
か
っ
た
点
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
で
さ
え
片
品
村
の
村
役
場
で
水
田
の
実
際
の
面
積

を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
雄
大
な
山
聞
の
村
落
で
あ
る
。
水
田
の
地
形
的
立
地
条
件
か
ら
、
近
世
以
来
水
田
面
積
は

ほ
と
ん
ど
不
変
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
村
役
場
税
務
課
に
よ
る
と
、
現
在
の
水
田
は
三
町
八
反
で
あ
る
と
い
う
o
と
こ
ろ
が
近
世
の
水

田
は
一
町
一
反
弱
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
明
治
以
来
の
水
田
開
発
で
三
倍
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
中
の
大
部
分
は
検

地
縄
延
分
と
百
姓
勝
手
作
の
水
田
分
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
こ
に
検
地
縄
延
の
割
合
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
を

立
証
す
る
根
拠
が
発
見
さ
れ
た
。
田
方
に
お
け
る
検
地
縄
延
の
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
超
高
率
の
年
一
貝
率
が
長
期
に
わ
た
っ
て
決
定
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
民
騒
動
も
起
さ
ず
平
穏
な
生
活
を
続
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



(2) 

畑
方
の
年
貢
率

超
高
率
の
田
方
の
年
貢
率
に
対
し
て
、
畑
方
の
年
貢
率
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

第
6
図
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、

田
方
の
超
高
率
な
年
貢
率
と
異
り
、
畑
方
の
年
貢
率
は
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
台
の
線
を
上
下
す
る

に
す
ぎ
な
い
。
巨
視
的
に
見
る
と
、
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)

の
年
貢
率
が
八
、
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)

の
二
六
、

O
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
三
分
の
一
と
い
う
低
率
で
あ
る
か
ら
か
ら
、
沼
田
藩
主
真
田
伊
賀
守
信
直
の
頃
は
膨
大
な
量
の
百
姓
取
分

が
あ
っ
た
事
実
が
解
明
で
き
た
。

天
領
時
代
の
年
貢
率
を
微
視
的
に
見
る
と
、
貞
享
検
地
に
よ
り
高
く
な
っ
た
年
貢
率
は
、
保
享
八
年
(
一
七
二
三
)
か
ら
さ
ら
に
高
率

近世片品川流域の山村の年貢率とその実態

と
な
り
、
元
文
二
年
(
一
七
三
七
)
に
は
畑
方
最
高
の
年
貢
率
期
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
享
保
一
三
年
(
一
七
二
八
)
よ
り
開
始
さ
れ

た
第
二
固
定
免
の
年
貢
率
は
三
九
・
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
(
屋
敷
を
含
む
と
三
七
・
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
な
っ
て
高
率
化
し
た
が
、
や
が

て
低
率
期
へ
と
移
行
す
る
。
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
か
ら
関
東
未
曾
有
の
大
洪
水
の
あ
っ
た
寛
保
二
年
(
一
七
四
二
)
ま
で
の
聞
は
、

享
保
八
年
(
一
七
二
三
)
以
前
の
年
貢
率
と
同
じ
程
度
に
低
く
な
っ
た
が
、
寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
以
降
再
び
高
率
期
と
な
っ
た
。

の
破
免
や
@
、

天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
⑧
の
破
免
に
よ
る
一
時
的
な
年
貢
率
の
低
下
期
を
過
ぎ
る
と
、

文

天
明
三
年
(
一
七
八
三
)

化
七
年
(
一
八
一

O
)
か
ら
、

ま
た
も
高
年
貢
率
期
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
文
化
二
一
年
(
一
八
二
九
)
以
降
幡
谷
村
は
、
旗
本
菅
沼
氏

の
知
行
す
る
所
と
な
る
に
及
ん
で
、
天
保
元
年
(
一
八
一
二

O
)
の
年
貢
率
は
再
び
下
降
現
象
を
呈
し
た
。

「
年
貢
皆
済
目
録
」
に
よ
り
幕

末
の
年
貢
率
を
追
究
し
た
結
果
、
幕
末
の
年
貢
率
は
僅
少
で
は
あ
っ
た
が
低
率
化
の
傾
向
を
辿
っ
た
よ
う
に
考
察
さ
れ
た
。

(3) 

田
方
、
畑
方
合
計
の
年
貢
率

91 

田
方
と
畑
方
の
面
積
比
は
、
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
が
一
対
九

O
、
貞
一
字
三
年
(
一
六
八
六
)

で
一
対
三
六
と
い
う
畑
場
の
村
落
で
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あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

田
方
と
畑
方
合
計
の
年
貢
率
は
ほ
と
ん
ど
畑
方
の
年
貢
率
と
同
一
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
D

ま
た
、

一
O
Oパ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
田
方
の
超
高
率
の
年
貢
率
も
圧
倒
的
な
畑
方
面
積
の
年
貢
率
に
消
去
さ
れ
て
、

田
方
と
畑
方
合
計

の
年
貢
率
は
、
畑
方
の
年
貢
率
よ
り
数
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
程
に
畑
方
の
年
貢
率
に
同
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
た

が
っ
て
、

田
方
と
畑
方
合
計
の
年
貢
率
は
、
畑
方
の
年
貢
率
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
推
移
を
辿
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

田
方
、
畑
方
合
計
の
年
貢
率

一 一 -i西
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表、，

年
貢
率
の
推
移
を
類
型
化
し
て
段
階
別
に
追
究
す
る
た
め
に
、
理
論
的
年
貢
率
の
変
化
を
研
究
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

検
見
制
の
時
期
の
凶
作
に
よ
る
諸
引
の
大
き
い
年
を
除
外
し
、

ま
た
定
免
期
の
破
免
の
年
を
除
外
す
る
と
い
う
前
提
に
立
脚
し
て
、
天
明

三
年
(
一
七
八
三
)

の
破
免
の
年
を
除
外
し
て
段
階
別
に
年
貢
率
を
平
均
し
た
。

理
論
的
年
貢
率
の
推
移
を
研
究
し
た
結
果
、

五
回
の
低
率
期
と
四
回
の
高
率
期
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
波
動
を
え
が
き
な
が
ら

除
々
に
高
率
化
し
て
行
っ
た
と
い
う
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
米
価
の
変
動
を
一
示
す
第
2
図
と
比
較
研
究
し
た
結
果
、

原
則
と
し
て
、
年
貢
率
の
低
率
期
に
は
米
価
が
高
く
、
高
率
期
に
は
安
価
な
時
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
た
。
例
外
は
天
和
三
年
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天

檎ン板黒還k 

椴
明 備

年
雑木板運を

除く 上
上

考

(
一
六
八
三
)
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
天
和
三
年
(
一
六
八
二
一
)

に
は
、
切
替
畑
の
「
検
地
帳
」
登
録
に
よ
っ
て
、
検
地
名
請
人

別
の
年
貢
負
担
額
が
増
大
し
て
い
た
の
で
、
実
質
的
に
は
高
年
貢
率
期
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
年
貢
率
と

米
価
の
関
係
か
ら
、
年
貢
率
の
高
率
期
に
は
農
産
物
の
売
却
値
段
が
安
い
の
で
、

と
く
に
小
高
の
百
姓
は
年
貢
を
永
納
す
る
の
に
塗
炭
の

苦
し
み
を
味
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
高
年
貢
率
期
に
は
小
高
の
百
姓
は
、

と
く
に
農
間
稼
業
に
よ
る
現
金
収
入
の
道
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
山
業
に
従
事
す
る
か
会
津
街
道
の
牛
馬
に
よ
る
駄
賃
稼
に
精
を
出
す
と
い
う
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。

'93 

「
年
貢
割
付
状
」
と
「
年
貢
皆
済
目
録
」
を
利
用
し
て
雑
租
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が
第
7
国
で
あ
る
。
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貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
の

「
沼
田
検
地
条
目
」
⑫

に
よ
っ
て
貢
租
形
態
が
整
備
さ
れ
、
雑
租
の
年
貢
賦
課

項
目
が
設
定
さ
れ
て
、
夫
銭
以
外
に
、
小
物
成
と
し
て

は
「
薪
役
」
、

「
林
年
貢
」
、
そ
れ
に
天
領

「
鉄
砲
役
」
、

雑租の推移(上州利根郡|幡谷村)

に
お
け
る
高
掛
三
役
と
し
て
の
「
御
蔵
前
入
用
」
、
「
御

伝
馬
宿
入
用
」
、
「
六
尺
給
米
」
が
課
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
運
上
金
も
上
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
雑
木
板
運
上
」
と
「
椴
板
運
上
」

(
い
ず
れ
も
宝
永

一克年

t
享
保
四
年
)
、
そ
れ
に
「
黒
檎
木
板
運
上
」
(
享

保
元
年

1
享
保
二
ハ
年
)
が
山
明
に
よ
る
在
方
山
業
従

事
者
へ
の
年
貢
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

第7図

は
、
寛
文
の
山
明
の
頃
は
山
役
負
担
者
は
入
会
山
に
勝

手
次
第
に
入
っ
て
伐
採
し
て
銘
々
山
業
を
営
ん
だ
惣
百

姓
で
あ
っ
た
が
、
享
保
の
山
明
に
な
る
と
山
業
を
営
む

特
定
の
者
⑩
に
運
上
と
い
う
名
目
で
負
担
さ
せ
る
よ
う

に
変
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
o

か
く
し
て
、

沼
田
藩
主
真
田
伊
賀
守
信
直
の
実
施
し
た
寛
文
検
地



は
、
山
業
に
よ
る
「
か
ぶ
せ
盛
』

享
保
年
中
の
山
明
は
全
く
石
盛
に
も
影
響
せ
ず
、

正
租
に
は
何
の

の
た
め
に
高
い
石
盛
と
な
っ
た
が
、

関
係
も
与
え
ず
に
特
定
の
山
業
従
事
者
に
運
上
金
を
賦
課
す
る
と
い
う
形
態
へ
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

幡
谷
村
は
、
山
明
に
な
れ
ば
山
村
に
、
山
留
に
な
れ
ば
農
村
へ
と
村
落
の
性
格
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

第
一
回
の
山
村
期
は
寛
文
年
中
(
山
留
は
寛
文
一
一
一
年
)

で
あ
り
、
こ
の
時
に
行
わ
れ
た
の
が
山
業
の
「
か
ぶ
せ
盛
」
の
た
め
に
高
い
石

盛
と
伐
採
に
よ
る
切
替
畑
の
増
大
に
よ
る
広
大
な
山
地
分
下
々
畑
を
「
検
地
帳
」
に
登
録
し
た
寛
文
検
地
(
寛
文
二
年
)
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
山
留
の
後
に
来
た
純
農
村
の
時
期
に
施
行
し
た
の
が
貞
享
検
地
(
貞
享
三
年
)
で
あ
っ
た
の
で
、
石
盛
は
低
く
な
っ
て
、
土
地
生

産
力
を
忠
実
に
表
現
す
る
も
の
と
変
り
、
山
地
分
の
切
替
畑
は
ほ
と
ん
ど
荒
地
と
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
畑
方
面
積
も
激
減
し
た
も
の
が

近世片品川流域の山村の年貢率とその実態

「
検
地
帳
」
に
登
録
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
貞
享
検
地
を
施
行
す
る
に
際
し
て
公
布
さ
れ
た
「
沼
田
検
地
条
目
」

(
貞
享
二
一

年
)
に
よ
り
近
世
的
貢
租
体
系
が
確
立
し
た
の
で
、
以
来
「
か
ぶ
せ
盛
」
は
廃
止
さ
れ
、
雑
租
と
し
て
具
体
的
な
項
目
が
貢
租
体
系
に
登

場
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
回
の
山
村
期
は
「
雑
木
板
運
上
」
や
「
椴
板
運
上
」
ま
た
は
「
黒
檎
木
板
運
上
」
等
の
運
上
金
を
山
業
従
事
者
が
負
担
し
た
宝
、
永

元
年
(
一
七

O
四
)
か
ら
享
保
一
六
年
(
一
七
三
一
)

の
二
七
年
間
で
あ
る
。
そ
の
後
も
な
お
挽
板
の
み
は
伐
採
を
許
さ
れ
た
の
で
山
業

は
続
け
ら
れ
た
。
天
明
二
年
(
一
七
八
一
)
に
至
っ
て
木
口
聞
を
伐
尽
し
果
て
た
た
め
完
全
に
山
留
と
な
っ
た
の
o

か
く
て
天
明
三
年
(
一
七
八
二
)
よ
り
第
二
回
の
純
農
村
の
時
代
が
開
始
さ
れ
た
が
、
長
期
に
わ
た
る
濫
伐
が
災
し
て
、
さ
っ
そ
く
天

明
三
年
(
一
七
八
二
)
、
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)

と
連
続
的
な
凶
作
に
よ
る
破
免
と
い
う
結
果
を
招
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の

た
め
利
根
川
中
流
@
と
下
流
域
は
洪
水
に
な
り
、

田
方
の
生
産
皆
無
と
い
う
悲
惨
な
状
態
に
な
り
、
天
明
の
飢
鍾
と
な
っ
た
。

95 

第
三
回
の
山
村
期
は
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
の
山
明
@
で
開
始
さ
れ
る
。
利
根
川
中
流
、

下
流
域
の
天
保
の
飢
鰹
を
中
心
と
し
た
洪
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水
時
代
@
の
原
因
を
再
び
形
成
し
な
が
ら
、

大
正
五
年
(
一
九
二
ハ
)

の
「
一
ノ
瀬
伐
採
」
@
を
最
後
と
し
て
幡
谷
は
林
業
村
落
と
し
て

の
幕
を
閉
じ
た
。

第
三
回
の
純
農
村
の
時
代
が
今
日
の
幡
谷
で
あ
る
。
林
野
の
大
部
分
は
国
有
林
と
な
り
、
残
る
部
分
は
不
在
地
主
千
秋
家
や
東
京
電
力

等
が
所
有
す
る
た
め
、
村
人
は
広
大
な
林
野
の
続
く
山
麓
に
住
み
な
が
ら
も
山
業
に
は
全
く
従
事
し
て
い
な
い
。

尾
瀬
沼
に
加
え
て
、
菅
沼
、
丸
沼
等
の
奥
日
光
の
観
光
資
源
を
有
す
る
片
品
村
は
、
観
光
道
路
の
整
備
に
よ
る
観
光
地
化
の
促
進
に
よ

り
人
口
の
社
会
的
流
出
を
食
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

六
、
結

尾

山
村
か
ら
農
村
へ
、
そ
し
て
ま
た
山
村
へ
と
村
の
機
能
的
性
格
が
変
遷
す
る
に
つ
れ
て
、
年
貢
の
実
態
も
変
化
し
た
。
ま
た
山
村
で
は

あ
っ
て
も
、
時
間
的
な
経
過
に
よ
り
そ
の
性
格
は
変
質
し
て
い
る
o

つ
ま
り
、
寛
文
期
に
は
惣
百
姓
が
生
産
者
即
販
売
者
で
あ
っ
た
が
、

享
保
期
に
な
る
と
運
上
を
納
入
す
る
特
定
の
人
が
営
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寛
文
検
地
は
、
通
説
の
よ
う
な
単
な
る
打
出
し
に
よ
る
拡
大
検
地
で
は
な
い
。
山
村
で
あ
っ
た
時
の
検
地
で
あ
っ
た
た
め
に
、
伐
採
に

よ
る
切
替
畑
の
激
増
期
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
広
大
な
面
積
の
山
地
分
の
下
下
畑
が
「
検
地
帳
」
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
石
盛
の

高
い
の
は
、
生
産
者
の
惣
百
姓
が
即
木
材
販
売
人
で
あ
っ
た
た
め
に
「
か
ぶ
せ
盛
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

畑
方
面
積
は
切
替
畑
の
急

増
に
よ
り
非
常
に
広
く
な
っ
た
が
、
年
貢
率
が
際
立
っ
て
低
か
っ
た
た
め
に
、
年
貢
量
は
貞
享
検
地
以
降
と
比
較
し
て
ほ
と
ん
ど
変
り
が

工
ミ
つ
こ
o

d
I
，
刀
ナ
'

貞
享
検
地
は
、
畑
の
面
積
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
と
、
低
い
石
盛
か
ら
「
お
助
け
検
地
」
と
後
世
に
な
っ
て
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し



か
し
な
が
ら
、
そ
の
実
態
は
、
山
留
に
よ
り
農
村
に
な
っ
て
い
た
時
期
の
検
地
で
あ
り
、
寛
文
検
地
以
来
の
荒
畑
を
「
検
地
帳
」
か
ら
除

外
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
正
租
の
年
貢
率
も
高
く
な
り
、
雑
租
の
年
貢
賦
課
項
目
も
新
設
さ
れ
る
と
い
う
幕
府
の
近
世
的

貢
租
体
系
の
確
立
期
に
お
け
る
検
地
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
実
態
は
「
お
助
け
検
地
」
、
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

ま
た
、
幕
政
の
三
大
改
革
期
と
年
貢
率
の
関
係
を
見
る
と
、

い
ず
れ
の
改
革
期
に
も
年
貢
率
が
高
率
化
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
明
確

に
な
っ
た
。
年
貢
率
が
高
い
時
期
に
は
、
米
価
が
安
か
っ
た
た
め
に
永
納
に
よ
る
年
貢
の
負
担
に
苦
し
ん
で
、
小
高
の
百
姓
は
農
間
稼
業

に
よ
る
現
金
収
入
の
道
を
開
拓
し
て
行
っ
た
。

田
方
に
お
け
る
超
高
率
の
年
貢
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
る
平
穏
な
生
活
を
送
り
得
た
最
大
の
原
因
は
、
検
地
の
縄
延
が
き

近世片品川流域の山村の年貢率とその実態

わ
め
て
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
畑
方
の
検
地
縄
延
は
田
方
の
そ
れ
よ
り
も
一
層
大
き
か
っ
た
と
考
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実

際
の
耕
地
面
積
当
り
年
貢
率
は
「
検
地
帳
」
登
録
面
積
で
研
究
し
た
結
果
よ
り
も
低
率
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し

て
農
民
の
再
生
産
能
力
が
培
わ
れ
、
幡
谷
の
村
落
は
永
続
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

小
論
は
菊
地
教
授
の
懇
切
丁
寧
な
御
指
導
の
賜
と
し
て
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
大
字
鎌
田
の
入
沢
家
、
下
平
の
高
橋

家
、
幡
谷
、
御
座
入
、
越
本
の
各
区
長
さ
ん
の
御
厚
意
に
よ
り
そ
の
古
文
書
を
閲
覧
で
き
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
心
よ
り
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る。

註

片
品
村
史
編
纂
委
員
会
編

片
品
村
史
編
纂
委
員
会
編

沼
田
町
史
編
纂
委
員
会
編

一
三
九
頁

一
三
九
頁

三
三
六
頁
に
よ
る
と
中
田
石
盛
は
一
三
で
あ
る
。

②①  

片
品
村
史

片
品
村
史

沼
田
町
史
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片
品
村
役
場
税
務
課
調
べ
昭
和
四
三
年
一
月
二

O
日
現
在

武
蔵
野
畑
作
新
田
に
お
け
る
土
地
生
産
力
の
上
昇
と
そ
の
関
連
諸
問
題

寛
延
三
年
八
月
上
野
国
利
根
郡
之
内
幡
谷
村
見
取
場
新
田
高
入
帳

大
日
本
租
税
志
全
金
沢
税
務
調
査
会
発
行
代
表
者
和
田
一
郎
八
七
六
頁

増
補
江
戸
に
お
け
る
米
取
引
の
研
究
鈴
木
直
二
著
相
書
房
一
一
ム
ハ
一
二
五
頁

日
本
財
政
経
済
史
料
第
八
巻
大
蔵
省
編
纂
五
七
七
頁

沼
田
町
史
沼
田
町
史
編
纂
委
員
会
三
五
六
頁

利
根
郡
白
沢
村
小
野
つ
る
家
文
書

沼
田
町
史
沼
田
町
史
編
纂
委
員
会
一
編
三
五
七
頁

乍
恐
以
書
附
御
訴
訟
申
上
侯
御
事
片
品
村
東
小
川
区
長
保
管
文
書

日
本
財
政
経
済
史
料
第
二
巻
大
蔵
省
編
纂
一
、
一
三
五
頁

奉
差
上
川
欠
明
細
帳
幡
谷
の
郷
倉
保
管
文
書

貞
享
三
年
五
月
上
野
国
利
根
郡
下
平
村
検
地
水
帳

貞
享
三
年
五
月
上
野
国
利
根
郡
下
平
村
田
畑
荒
地
之
帳

寛
文
二
年
五
月
上
野
国
利
根
郡
下
平
村
御
検
地
水
帳

新
田
開
発
下
巻
菊
地
利
夫
著
古
今
書
院
三
五
五
頁

尾
張
藩
石
高
考
徳
川
林
政
史
研
究
所
徳
川
義
親
著
二
八
一
頁

日
本
経
済
大
典
一
六
巻
五
七
九
頁

武
蔵
野
畑
作
新
田
に
お
け
る
土
地
生
産
力
の
上
昇
と
そ
の
関
連
諸
問
題

新
田
開
発
下
巻
菊
地
利
夫
著
古
今
書
院
三
七
五
頁

封
建
村
落
そ
の
成
立
か
ら
解
体
へ
木
村
礎
編
天
雅
堂
書
庖

片
品
村
史
片
品
村
編
纂
委
員
会
二
四
五
頁

日
本
経
済
叢
書
三
二
巻
六
四
頁

菊
地
利
夫

新
地
理
第
八
巻
第
二
号
一
四
頁

菊
地
利
夫
著

一
三
一
頁

新
地
理

第
八
巻
第
二
号

一
六
頁
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武
蔵
野
台
地
に
お
け
る
前
期
的
畑
作
新
田
村
の
建
設
と
そ
の
経
済
的
基
礎

天
明
三
年
御
成
箇
可
納
割
付
之
事
上
州
利
根
郡
幡
谷
村

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
片
品
村
御
座
入
区
長
保
管
文
書

日
本
財
政
経
済
史
料
第
二
巻
大
蔵
省
編
纂
一
、
一
三
五
頁

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
片
品
村
御
座
入
区
長
保
管
文
書

乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
申
上
候
御
事
天
明
三
年
片
品
村
御
座
入
区
長
保
管
文
書

武
州
埼
玉
郡
道
日
村
御
物
成
可
納
割
付
之
事
針
ケ
谷
家
文
書

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
片
品
村
御
座
入
区
長
保
管
文
書

武
州
埼
玉
郡
道
目
村
御
物
成
可
納
割
付
之
事
針
ケ
谷
家
文
書

片
品
村
史
片
品
村
史
編
纂
委
員
会
三
四

O
頁

菊
地
利
夫

新
地
理

第
五
巻
第
三
号

別
刷
一
五
頁




